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D −3He 核融合
D −3He 　Fusion

重水素 （D）一ヘ リウ ム 3 （
3He

）核融合反応 ；

　　D ＋
3He →4He

（3．67　MeV ）＋ p （14，68　MeV ）

は DT 燃料以外の 核融合で ある ア ドヴ ァ ン ス ド燃料核融合の
一

つ で あ る．DT 核融 合で 問題 となっ て い る 中性子 は 主反応 か ら

は 発生 しない が副 反応 の DD 反応 や DD 反応 で発 生 した T と

の DT 反応 に よ っ て 発生 す る ．しか し，その 量 は 自己点火状態

で DT 核融合の 1／10以 下 と非常 に少 な く，安全 陸，環境保全 性

の 観点か ら次 世代 の 核 融 合 と期 待 され て い る．しか し この 核 融

合 反応 を維持 させ る た め に は閉 じ込め パ ラ メ ー
タ （粒 子 密度 ×

閉 じ込 め時 問） が約 lezl　sec ／m3 で 約 100　keV 　（10億 度〉 の プ

ラ ズ マ 温度が 必 要 とな る．磁 場に よ るプ ラ ズ マ 閉 じ込め に お い

て ，この よ うな 高温 プ ラ ズ マ で は 電子 の シ ン ク ロ トロ ン 輻射損

失 （温 度 の 自乗，1一β／βに比 例 ： β
＝プ ラズ マ 圧 力 ／ 磁 場 圧

力）が 膨 大 とな る た め に 炉 と して 成立 する た め に は 高ベ ータ プ

ラズ マ 配位 （磁場反転配位，球状 トーラス 等の 20％以上の β値）

が 要請 され る，さらに，この 核融合 の 利 点は核融合 出力 の お よ

そ 2／3を荷電粒 子が 担 っ て お りその 運動エ ネル ギーを直接電 気

エ ネル ギ
ー

に高効率で 変換 で き経済的 な炉 が 可能とな る．そ の

変換効 率は熱 ・電気変換 の 40％ に比べ て 高い 60％ 以 上 が 期待

され て い る．こ の 直接エ ネル ギ
ー変換 の た め に は荷電 粒 子 を 外

部 に 引 き出すた め に プ ラズ マ 周囲が 開 い た磁力線 で 囲 ま れ た 配

位が 必 要 と なる．燃料の 重水 素は海水 中に 存在 する が，ヘ リウ

ム 3 は 地 球 上 に ご くわ ずか しか 存 在 し な い （
3He

／
4He ＝1．4 ×

10
『4
｝が 月 表面 に 少 な く と も100万 トン の 経済 的に採掘可能 な ヘ

リ ウ ム 3 が埋 蔵 され て い る こ とが わ か っ て い る．これ は21世 紀

中 頃の 全世 界の エ ネ ル ギ
ー
需要 を約500年間ま か な える 量 に相

当 す る．　　　　　　　　　　　　　　 （核融合研 　冨 田幸博 ）
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